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Abstract： 

実験、理論計算で生成されたデータを再利用するためにデータを FAIR 原理に従い公開す

るオープンサイエンスの推進は世界的な流れである。データを公開するには共通した・もし

くは相互変換可能なデータスキーマ（何をどの型で入れるのか）を用いて公開することが望

ましいが、それ以前にデータスキーマ自体に対しては、新規手法に対してもスキーマの追加

が容易に行えるような手法の基に作成することが望ましい。 

多くのデータスキーマは参照を容易にするように階層構造を成す。このデータスキーマ作

成の手法の一つに暗黙知を顕在化し概念を分解するオントロジーがある。オントロジーと

は逆に、具体的な目的達成のために暗黙知である機能と手法を顕在化し、知識を統合する因

果主導機能分解ネットワーク及び関連手法である対象物属性フローチャート[1]を用いても

データスキーマとして利用可能な語彙の階層・ネットワーク構造を作成可能である。本セミ

ナーでは第一原理プログラム AkaiKKR そして入出力解析スクリプト PyAkaiKKR に対して

適用しデータスキーマを作成した例を紹介する[2]。 
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